
 

石垣第二中学校 

進路通信 No.７ 

２０１９年７月１２日（金） 

～「働く」ということ～ 
昨日、３年生を対象に、八重山公共職業安定所(八重山ハローワーク)の新盛智美さんから「働く」

ということについて進路講話をしてくださりました。 

その中で、中学卒業者が働く上での厳しさ、「基本的な生活態度」として校則・ルール・時間を

守り規則正しい生活を送ることが、最も働くために必要なことだと教えていただきました。進路

講話を終えて、以下の感想がありました。 

・「働く」ということは思っているより難しいなと思いました。進学をしないでそのまま就職す

るのもいいと思っていたけど、中卒で雇ってくれるところが少ないということを知り、なかなか

難しいことだと思ったので、高校・大学に進学して、学歴を上げることも必要だなと思いました。

新盛さんが言っていた、就職は答えが出ているようなものだから、その答えに向かって自分を作

り上げていけばいいという言葉を忘れずに、自分の就きたい職業に向かって頑張りたいです。 

・私たちは、もうすぐ卒業で、進路もしっかりと考える時期なので、ちゃんと考えて、今できる

ことをやっていこうと思った。 

・普段の生活でのことが就職などでも求められることが分かったので、「普段」からの行いが大

切だと感じた。 

・先生たちがいつもよく言っていることが今日の 

話の中で言っていたことと何個も共通している 

ことがあったので、先生から言われていることは 

流さず、ちゃんと聴いて実行することが大切だと 

思った。 

・働くためには「あいさつ」「基礎学力」「責任感」 

「基本的な生活態度」が必要だと分かりました。 
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